
晩
年
に
お
け
る
西
山
宗
因
の
連
歌
と
和
歌

一
小
笠
原
藩
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て

池

田

富

蔵

は
し
が
き

 
一
代
の
鬼
才
、
談
林
派
の
開
祖
西
山
宗
旨
と
九
州
と
の
関
係
の
深
い
こ
乏

は
、
ま
ず
彼
自
身
が
肥
後
国
八
代
出
身
と
い
う
そ
の
出
生
に
始
ま
る
。
と
り
わ

け
そ
の
晩
年
に
お
け
る
連
歌
と
和
歌
と
を
考
え
る
場
合
に
は
豊
前
小
倉
小
笠
原

藩
と
の
関
係
を
ぬ
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。
私
が
西
山
宗
因
に
関
心
を
持

っ
た
こ
と
は
、
幸
い
に
も
と
い
う
か
、
奇
し
く
も
と
い
う
か
、
私
の
郷
里
豊
前

の
国
福
岡
県
築
上
郡
椎
田
町
大
字
高
塚
に
鎮
座
す
る
氏
神
「
肥
草
天
満
宮
」
 
（

昔
か
ら
周
防
灘
に
面
し
た
白
砂
青
松
の
浜
に
あ
る
た
め
「
浜
宮
」
と
も
い
う
。

祭
神
は
菅
原
道
真
公
）
に
宗
因
自
筆
本
の
e
「
賦
留
具
連
歌
百
韻
」
 
（
延
宝
二

年
く
＝
ハ
七
三
V
六
九
才
）
と
口
「
浜
宮
千
句
」
 
（
同
六
年
〈
一
六
七
八
〉
七

四
才
）
の
二
つ
の
資
料
が
所
蔵
さ
れ
、
こ
れ
を
発
見
し
た
の
に
端
緒
が
あ
る
。

仁⇒

ﾌ
方
は
、
先
学
の
研
究
に
よ
り
そ
の
名
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
内
容
は
明
ら

か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
の
は
筆
者
が
発
見
し
た
全
く
新
し
い
資
料
で
あ
り
、
こ

め
二
つ
の
宗
因
連
歌
懐
紙
を
あ
わ
せ
て
昭
和
三
十
九
年
三
月
に
「
西
日
本
国
語

国
文
学
会
翻
刻
双
書
」
 
（
九
大
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究
室
内
）
の
一
冊
と
し

て
刊
行
し
た
。

 
本
稿
は
、
そ
の
後
の
調
査
を
加
え
宗
因
と
小
笠
原
と
の
関
係
を
中
心
に
彼
の

晩
年
の
連
歌
と
和
歌
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一
、
一
因
の
基
礎
時
代
か
ら
世
に
出
る
ま
で

 
漂
着
は
、
慶
長
一
〇
年
（
一
．
六
〇
五
）
に
生
ま
れ
、
天
和
二
年
（
一
六
八
二

）
に
没
し
た
。
．
七
八
年
の
生
涯
は
大
き
く
二
期
に
わ
け
て
、
そ
の
後
半
生
が
小

笠
原
と
親
交
を
結
ん
だ
時
代
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
前
後
期
を
二
つ
に
わ
け
る

決
め
手
は
正
保
四
年
（
一
六
四
七
・
四
三
才
Y
に
大
阪
天
満
宮
の
連
歌
所
宗
匠

に
就
任
し
、
輝
や
か
し
い
連
歌
師
と
し
て
の
出
発
を
境
と
し
て
そ
れ
以
後
が
後

，
半
生
に
入
る
。
本
稿
の
目
的
は
、
後
半
生
で
あ
み
が
、
本
論
に
入
る
前
に
、
彼

の
前
半
生
を
も
少
し
語
る
必
要
が
あ
る
。

 
訴
因
の
生
れ
た
慶
長
一
〇
年
は
、
一
〇
七
代
後
響
岩
天
皇
。
こ
の
年
の
四
月

＝
ハ
日
に
は
家
康
の
あ
と
を
継
ぎ
秀
忠
が
二
代
将
軍
に
就
任
し
て
い
る
。
そ
の
，

前
半
生
は
漂
う
浮
雲
の
如
く
、
よ
る
べ
な
い
あ
わ
た
だ
し
い
時
期
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
ま
ず
彼
が
一
五
才
（
元
和
五
年
）
か
ら
出
仕
し
て
い
た
八
代
城
主
加
藤
．

正
方
の
改
易
の
悲
運
に
遭
遇
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
二
代
将
軍
秀
忠
麗
去
の
前

後
か
ら
諸
大
名
の
向
背
に
つ
い
て
は
か
な
り
神
経
を
と
が
ら
せ
て
い
た
幕
府
で

あ
り
、
三
代
将
軍
家
光
時
代
に
な
っ
て
か
ら
は
、
そ
の
弟
駿
河
守
忠
長
に
志
を
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よ
せ
て
い
た
肥
後
守
加
藤
忠
広
、
光
広
父
子
の
所
碩
を
没
収
し
、
出
羽
庄
内
に

配
流
さ
れ
た
。
正
方
は
忠
広
の
家
老
で
、
従
兄
で
も
あ
っ
た
関
係
か
ら
京
都
に

隠
棲
し
た
。
宗
因
も
主
君
正
方
に
従
い
京
・
伏
見
の
間
に
移
り
住
み
酒
い
わ
ゆ

る
伏
見
屋
敷
詰
に
な
っ
た
。
伏
見
に
は
加
藤
家
の
屋
敷
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
血
続
二
八
才
の
時
で
あ
っ
た
。
加
藤
家
の
後
に

は
小
倉
か
ら
細
川
家
が
移
封
さ
れ
小
倉
に
は
播
州
明
石
か
ら
小
笠
原
忠
心
が
移

封
さ
れ
た
。
こ
れ
は
藩
主
異
動
と
い
う
大
き
な
政
治
的
変
改
で
あ
り
、
宗
因
は

こ
う
し
た
改
易
悲
運
の
中
に
熊
本
、
江
戸
の
問
を
往
復
し
て
い
る
。
こ
の
時
の

経
緯
に
つ
い
て
は
宗
因
紀
行
文
最
初
の
傑
作
と
い
わ
れ
る
「
肥
後
道
記
」
 
（
天

理
大
学
に
自
筆
本
あ
り
）
に
く
わ
し
い
。
．
正
方
は
、
忠
広
父
子
の
申
し
開
き
の

た
め
江
戸
に
出
府
。
宗
因
も
ま
た
主
君
正
方
に
伴
な
わ
れ
江
戸
に
下
っ
た
。
し

か
し
、
そ
の
効
も
な
く
、
こ
の
年
七
月
ニ
ゴ
日
、
熊
本
、
八
代
は
そ
れ
ぞ
れ
開

城
と
な
り
、
こ
こ
か
ら
宗
因
の
浪
人
生
活
が
始
ま
る
。
彼
自
身
の
文
芸
展
開
の

上
か
ら
は
連
歌
の
基
礎
時
代
で
あ
り
、
同
時
に
公
的
に
は
主
君
正
方
の
た
め
に

忠
誠
を
尽
し
た
多
難
な
時
代
で
あ
っ
た
。

少
年
宗
因
（
通
称
次
郎
作
・
名
は
と
懸
か
で
黒
丸
は
主
と
し
て
連
歌
の
号
・

曲
譜
で
は
一
幽
、
西
翁
、
梅
翁
と
称
す
）
に
は
夙
に
文
才
あ
り
、
八
才
の
時
郷

里
釈
将
寺
（
天
台
宗
比
叡
山
正
覚
院
の
末
寺
）
の
豪
信
僧
都
に
和
歌
を
学
ぶ
。
．

主
君
正
方
は
連
歌
に
明
る
く
、
後
年
宗
因
を
し
て
天
下
の
俳
言
師
、
連
歌
師
に

成
長
せ
し
め
た
要
因
は
正
方
に
負
う
所
極
め
て
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
宗
因

が
里
村
昌
琢
（
里
村
南
家
・
難
解
の
嫡
男
・
寛
永
＝
二
年
没
六
二
、
三
才
か
）

の
門
に
入
っ
た
の
も
正
方
の
配
慮
に
よ
る
も
の
で
、
恵
ま
れ
た
環
境
の
も
と
に

彼
み
ず
か
ら
も
懸
命
に
こ
の
道
に
精
進
し
、
や
が
て
正
保
四
年
（
一
六
四
七
・

四
三
才
9
、
、
大
阪
天
満
宮
の
連
歌
所
宗
匠
の
栄
職
に
就
任
し
た
の
で
あ
る
。
こ

こ
に
彼
の
輝
や
か
し
い
連
歌
師
と
し
て
の
出
発
が
始
ま
る
。
明
暦
二
年
（
一
六

五
六
）
九
月
二
〇
日
五
二
才
の
宗
門
は
、
天
満
碁
藁
屋
町
に
「
有
芳
庵
」
 
（
後

に
向
栄
庵
と
改
名
）
を
新
築
し
、
「
告
天
満
宮
文
」
を
草
し
、
将
来
へ
の
文
運

隆
昌
を
祈
念
し
た
。
こ
の
時
、
神
明
の
加
護
を
謝
し
て
手
向
け
た
の
が

 
○
神
や
う
け
し
つ
み
に
よ
る
べ
の
菊
の
水

 
の
一
句
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
宗
因
の
新
し
い
決
意
を
こ
め
た
息
吹
が
そ
の

ま
ま
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
頃
か
ら
連
歌
師
宗
因
の
名
も
漸
く
天
下
に
広
く
知
ら

れ
、
全
国
遊
歴
の
舞
台
も
ひ
ろ
が
っ
て
ゆ
く
。
宗
因
の
旅
も
ま
た
あ
わ
た
だ
し

か
っ
た
。

 
宗
因
は
、
昌
琢
二
五
回
忌
「
懐
旧
独
吟
百
韻
」
の
前
書
き
に
、
 
「
公
卿
雲
客

の
御
座
に
も
召
し
加
え
ら
れ
、
あ
る
時
は
東
の
方
武
蔵
国
ま
で
い
ざ
な
は
れ
し

折
々
は
、
大
名
高
家
の
御
会
に
も
号
せ
ら
れ
侍
し
御
恵
み
、
は
た
筑
波
の
陰
よ

り
も
深
く
、
和
歌
の
浦
の
砂
よ
り
も
し
げ
し
」
と
重
し
、
昌
琢
の
在
り
し
日
を

述
懐
し
、
波
乱
多
き
半
生
の
来
し
方
滋
偲
び
、
昌
琢
に
感
謝
の
該
を
捧
げ
て
い

る
。
こ
こ
に
は
ま
た
昌
琢
入
門
の
労
を
と
っ
た
亡
き
旧
主
正
方
に
対
す
る
報
恩

感
謝
の
念
も
含
ま
れ
て
い
た
筈
で
あ
る
。
寛
永
九
年
熊
本
と
八
代
が
開
城
と
な

っ
て
以
来
、
世
は
細
川
と
な
り
、
宗
因
も
し
ば
ら
く
熊
本
に
い
た
が
、
旧
主
正

方
の
住
む
京
都
に
出
発
し
た
の
は
翌
一
〇
年
九
月
二
五
日
で
、
一
〇
月
一
五
日

に
入
京
。
正
方
は
亡
父
菩
提
の
た
め
入
道
風
琴
と
号
し
て
い
た
。
導
因
は
正
方

の
仕
官
運
動
に
も
協
力
し
、
正
方
と
共
に
寛
永
一
七
年
（
一
六
四
〇
・
三
六
才
、

）
江
戸
に
下
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
却
っ
て
幕
府
の
忌
偉
に
ふ
れ
幕
命
に
よ
り

．
広
島
浅
野
長
晟
に
預
け
の
身
と
な
っ
た
。
そ
の
時
正
方
に
贈
っ
た
別
離
の
句
が

 
○
朝
霧
に
立
な
を
る
べ
き
船
路
か
な

の
一
句
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
正
方
は
遂
に
京
師
に
帰
ら
ず
こ
の
地
で
慶
安
元

／（50）



ψ

年
（
．
一
六
四
八
ゾ
九
月
客
死
し
た
。
宗
因
四
四
才
の
時
で
、
そ
の
一
周
忌
に
彼

は
「
追
善
独
吟
千
句
」
を
手
向
け
た
。
導
因
が
連
歌
宗
匠
に
就
任
し
た
の
は
彼

の
力
量
が
認
め
ら
れ
、
も
と
よ
り
里
村
家
の
推
挙
に
よ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、

そ
の
機
縁
が
旧
主
正
方
に
よ
り
始
ま
っ
た
こ
と
を
思
う
時
、
改
易
以
来
苦
労
を

共
に
し
た
正
方
に
対
す
る
宗
因
の
報
恩
感
謝
の
念
は
一
方
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
-

た
に
違
い
な
い
。
そ
の
前
半
生
か
ら
向
栄
庵
を
結
び
天
下
に
漸
く
名
を
得
て
天

満
宮
連
歌
宗
匠
に
な
る
ま
で
の
道
も
決
し
て
平
旦
で
は
な
か
っ
た
。

二
、
．
豊
前
小
倉
小
笠
原
藩
と
宗
因

 
心
因
が
天
満
宮
宗
匠
に
な
っ
た
こ
と
は
、
彼
の
後
半
生
に
入
る
重
要
な
礎
石

に
も
つ
な
が
る
。
変
転
極
ま
り
な
い
彼
の
前
半
生
に
は
改
易
と
い
う
公
的
な
大

き
な
悲
劇
が
あ
り
、
そ
の
浪
人
生
活
に
お
え
る
旧
主
へ
の
忠
誠
と
共
に
連
歌
師

と
し
て
の
将
来
の
身
の
ふ
り
方
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
先
に
引
用
し
た

「
懐
旧
独
吟
百
韻
」
の
詞
に
あ
る
ご
と
く
彼
の
前
に
は
輝
か
レ
い
諸
国
へ
の
旅

が
待
っ
て
い
た
。
九
州
小
倉
藩
に
下
向
し
た
の
も
そ
の
旅
程
の
一
つ
で
あ
り
、

小
笠
原
初
代
藩
主
忠
薫
煙
と
の
め
ぐ
り
逢
い
も
こ
こ
に
そ
の
端
緒
が
開
け
た
の

で
あ
胤
。
忠
真
が
明
石
一
〇
万
石
か
ら
豊
前
小
倉
城
に
移
封
さ
れ
、
将
軍
家
光

の
命
に
よ
り
一
五
万
石
に
増
築
さ
れ
た
の
は
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
で
＝
一

月
一
三
日
小
倉
へ
始
め
て
入
部
し
て
い
る
（
厚
真
三
七
才
）
。
前
述
の
通
り
、

導
因
が
加
藤
家
改
易
の
悲
運
に
遭
い
浪
人
生
活
に
入
っ
た
の
は
こ
の
年
で
あ
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ

時
あ
た
か
も
細
川
忠
利
（
忠
興
三
男
）
が
小
倉
か
ら
熊
本
へ
移
封
さ
れ
、
そ
の

小
倉
に
入
部
し
た
の
が
後
年
宗
因
と
親
交
を
結
ぶ
に
至
っ
た
忠
貞
で
あ
っ
た
こ

と
も
ま
こ
と
に
不
思
議
な
星
の
め
ぐ
り
逢
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
文
武
礼

法
兼
備
。
さ
ら
に
神
仏
帰
依
の
信
仰
深
い
忠
真
は
、
ご
と
に
連
歌
、
事
事
、
和

，
歌
な
ど
を
修
め
、
小
倉
藩
の
文
教
政
策
に
意
を
用
い
た
。
宗
因
と
の
親
交
は
こ

う
し
た
文
雅
風
懐
の
中
に
静
か
に
芽
ば
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
思
え
ば
宗
因

の
九
州
小
倉
藩
下
向
も
決
し
て
偶
然
で
は
な
か
っ
た
。
彼
の
九
州
西
下
は
し
ば

し
ば
行
な
わ
れ
、
豊
前
国
小
倉
玄
関
係
を
あ
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

 
e
寛
文
四
年
五
月
（
一
六
六
四
）
 
（
忠
真
6
9
才
・
宗
因
6
0
才
）

 
 
こ
れ
は
、
二
代
忠
雄
公
一
八
才
元
服
祝
賀
の
た
め
の
西
下
で
、
小
倉
城
に

 
 
於
て
連
歌
興
行
。
宗
因
は
秋
ま
で
数
ケ
月
滞
留
し
た
。
 
 
 
、

 
口
寛
文
五
年
二
月
（
一
六
六
五
）
 
（
忠
真
7
0
才
・
宗
因
6
1
才
）

 
 
こ
れ
は
、
忠
真
公
七
〇
賀
の
た
め
の
西
下
で
、
こ
の
時
小
倉
城
で
巻
い
た

 
 
の
が
有
名
な
「
小
倉
千
句
」
 
（
小
笠
原
忠
愛
七
〇
賀
独
吟
）
で
あ
る
。
宗

 
 
因
は
、
三
月
八
日
小
倉
を
出
発
し
瀬
戸
内
海
を
通
り
、
同
」
六
日
に
帰
阪

 
 
こ
の
九
日
間
の
海
上
日
記
が
「
西
国
道
日
記
」
で
あ
る
。

 
日
寛
文
九
年
四
月
（
一
六
六
五
）
 
（
忠
雄
2
3
才
・
宗
因
6
5
才
）

 
 
忠
真
公
は
寛
文
七
年
一
〇
月
一
八
日
、
小
倉
城
で
没
し
て
い
る
。
こ
の
た

 
 
び
の
宗
因
西
下
は
；
代
忠
雄
公
家
督
相
続
の
祝
賀
の
た
め
。
同
時
に
忠
真

 
 
公
三
回
忌
に
当
た
り
、
小
倉
広
寿
山
福
聚
禅
寺
の
墓
前
で
「
あ
と
と
む
る

 
 
道
や
三
年
の
夏
の
草
」
の
一
旬
を
手
向
け
た
。
ま
た
、
「
若
竹
の
千
代
あ

 
 
ら
た
ま
る
園
生
か
な
」
の
相
続
祝
賀
の
句
を
忠
雄
公
に
捧
げ
た
。
 
（
こ
の

 
 
年
の
西
下
の
旅
は
長
く
小
倉
か
ら
博
多
、
太
宰
府
、
さ
ら
に
は
長
崎
と
続

 
 
き
帰
阪
は
寛
文
二
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
福
岡
黒
田
藩
の
人
々
と
も
交

 
 
流
を
持
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
省
略
）

 
四
寛
文
一
〇
年
二
月
（
一
六
七
〇
）
 
（
忠
雄
2
4
才
・
動
因
6
6
才
）
宗
因
は
忠

 
 
真
心
の
逝
去
と
相
前
後
し
て
妻
隠
宅
安
貞
の
死
に
遭
っ
て
い
る
。
こ
の
不

 
 
幸
を
始
め
と
し
て
、
父
次
郎
左
衛
門
に
は
す
で
に
五
〇
才
（
承
応
三
年
）

晩
年
に
お
る
け
西
山
宗
因
の
連
歌
と
和
歌
 
一
小
笠
原
藩
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て
一
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，



 
の
時
に
別
れ
、
つ
い
で
孫
や
女
、
さ
ら
に
次
男
翻
心
を
失
っ
た
の
が
六
二

才
（
寛
文
六
年
）
で
、
家
庭
的
不
幸
に
つ
ぎ
つ
ぎ
遭
遇
し
た
宗
因
に
は
す

 
で
に
早
く
か
ら
出
家
遁
世
の
志
が
動
い
て
お
り
、
こ
の
年
二
月
一
五
日
広

寿
山
二
代
法
雲
禅
師
の
許
で
薙
髪
。
出
家
の
本
懐
を
遂
げ
た
。

 
○
い
ざ
桜
わ
れ
も
そ
な
た
乃
夕
嵐
 
 
 
 
宗
因

 
の
一
句
は
こ
の
時
の
心
境
で
あ
る
。
 
（
こ
の
句
碑
は
昭
和
四
四
年
九
月
二

 
八
日
小
倉
在
住
鍋
山
正
軒
氏
（
正
風
末
座
六
世
柏
三
舎
）
が
七
三
才
の
金

 
婚
を
記
念
し
て
宗
因
の
遺
風
を
し
の
び
、
宗
因
と
因
縁
浅
か
ら
ぬ
小
笠
原

 
藩
主
累
代
の
菩
提
寺
広
寿
山
福
聚
禅
寺
に
建
立
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と

 
に
意
義
深
い
。
碑
の
裏
面
に
は
鍋
山
氏
の
「
思
ひ
出
や
花
咲
く
に
つ
け
散

 
る
に
つ
け
」
の
一
句
が
刻
み
こ
ま
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
こ
の
句
碑
の
字

 
は
「
浜
宮
千
句
」
 
（
後
述
）
の
心
因
自
筆
懐
紙
か
ら
の
集
線
で
あ
る
。

 
鍋
山
氏
を
全
麻
六
月
四
日
浜
宮
に
ご
案
内
し
、
同
社
所
蔵
の
「
浜
宮
千
句
」

 
の
中
か
ら
字
を
選
び
出
す
の
に
苦
心
し
た
思
い
出
も
懐
し
い
。
起
因
の
出

 
家
の
句
が
宗
因
自
身
の
筆
蹟
に
よ
ヶ
刻
ま
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
心
あ
る
方

 
は
是
非
広
寿
山
に
足
を
運
ば
せ
て
こ
の
句
碑
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
も
の

 
で
あ
る
。
）

㈲
延
宝
二
年
正
月
（
一
六
七
四
）
 
（
忠
雄
2
8
才
・
善
因
7
0
才
）

因
全
 
六
年
正
月
（
一
六
七
八
）
 
（
忠
雄
3
2
才
・
隔
夜
7
4
才
）

 
こ
の
両
度
と
も
豊
前
築
城
郡
椎
田
村
（
現
在
築
上
郡
椎
田
町
高
塚
）
の
綱

 
敷
天
満
宮
に
奉
納
し
た
法
楽
連
歌
で
あ
る
。
㈲
は
、
七
〇
オ
の
宗
因
が
一

 
子
宗
春
（
三
三
才
）
を
伴
っ
て
小
倉
に
西
下
し
、
小
笠
原
一
門
の
人
々
と

 
共
に
張
行
し
た
「
三
三
何
連
歌
百
韻
」
で
あ
る
。
丙
は
、
忠
真
公
の
継
室

 
永
貞
院
が
願
主
と
な
り
、
実
子
忠
雄
、
長
高
二
子
の
将
来
の
繁
栄
を
祈
願

し
、
心
因
に
連
歌
奉
納
を
乞
う
た
も
の
で
世
に
炉
う
「
浜
宮
千
句
」
独
吟

の
大
作
で
あ
る
か
心
因
は
、
小
笠
原
門
葉
へ
の
最
後
の
報
恩
と
思
い
、
老

い
の
情
熱
を
傾
け
て
こ
の
千
句
を
完
成
し
、
法
用
、
永
貞
院
の
尊
信
厚
か

っ
た
浜
宮
に
奉
納
の
任
を
果
た
し
た
。
以
上
、
宗
因
と
小
倉
藩
と
の
連
歌

興
行
に
つ
い
て
わ
か
り
易
く
一
覧
し
た
の
で
あ
る
が
、
以
下
そ
の
内
容
に

つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

三
、
作
品
の
内
容

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ρ

 
 
 
ω
 
二
代
忠
雄
公
元
服
の
祝
宴

 
、
寛
文
四
年
、
二
代
忠
雄
公
一
八
才
元
服
の
祝
賀
連
歌
会
を
興
行
さ
れ
た
。
「

小
笠
原
家
譜
」
に
「
六
月
上
旬
、
西
の
御
花
畠
へ
御
入
。
宗
因
御
前
へ
出
る
。

則
熟
瓜
を
被
下
。
此
瓜
に
つ
き
て
一
句
を
御
所
望
あ
り
け
れ
ば
、
宗
因
熟
瓜
頂

載
し
な
が
ら
『
此
々
の
つ
る
は
千
年
の
園
生
か
な
」
と
申
す
。
甚
だ
興
に
入
り

た
ま
へ
り
。
こ
れ
に
よ
り
て
御
帳
子
、
張
羽
織
を
被
官
」
と
。
画
因
は
瓜
の
つ

る
を
見
て
も
小
笠
原
門
葉
の
繁
栄
を
そ
こ
」
に
見
た
の
で
あ
る
。
仲
秋
名
月
の
夜

忠
真
は
、

○
す
み
渡
る
千
里
の
外
の
月
影
に
都
の
秋
を
そ
へ
て
み
る
か
な

 
の
一
首
を
宗
因
に
贈
り
、
誘
因
は
そ
の
返
し
に

σ
月
影
の
ひ
ろ
き
恵
み
は
数
な
ら
ぬ
身
に
も
袖
に
も
余
り
ぬ
る
か
な

 
の
一
首
を
詠
ん
で
い
る
。
一
五
万
石
の
城
主
と
天
下
の
連
歌
師
と
の
暖
い
心

の
通
い
路
は
身
分
を
越
え
て
静
か
な
風
韻
の
中
に
育
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
ほ
か

重
陽
の
節
句
に
は
、

・
 
○
露
ふ
れ
て
今
こ
こ
に
見
ん
千
世
の
菊
 
 
 
（
発
句
）
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○
か
き
ほ
の
月
の
秋
深
き
庭
 
 
 
 
 
 
（
公
）

十
三
夜
の
歌
に
は
短
冊
の
歌
の
贈
答
が
な
さ
れ
る
。

 
○
名
に
め
つ
る
詠
は
同
じ
月
影
の
ま
さ
る
今
宵
は
所
か
ら
か
も
 
（
宗
因
）

 
○
言
葉
の
色
そ
ふ
か
ら
に
月
の
名
も
ま
さ
る
今
宵
の
詠
を
ぞ
す
る
 
（
公
）

 
 
 
「
御
会
の
野
花
の
題
に
て
」
は
、

 
○
詠
む
れ
ば
千
草
の
花
の
さ
き
み
だ
り
風
の
色
あ
る
秋
の
野
の
原
 
（
公
）

 
○
君
が
め
で
し
千
草
の
花
や
千
世
ま
で
の
言
の
葉
ぞ
ふ
る
色
と
成
ら
ん

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
因
）

 
の
歌
を
詠
み
合
っ
て
忠
雄
公
元
服
の
歓
を
尽
く
し
て
い
る
。
動
因
初
度
の
小

倉
藩
西
下
は
め
で
た
い
忠
雄
公
の
元
服
祝
賀
に
始
ま
る
。

 
 
 
ω
 
小
倉
城
御
賀
千
句
と
西
国
道
日
記

 
翌
寛
文
五
年
、
宗
因
は
忠
興
公
七
〇
賀
の
た
め
に
西
下
町
四
年
の
忠
雄
公
の

祝
賀
に
つ
づ
い
て
こ
の
た
び
も
ま
た
慶
事
の
小
倉
入
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
時
に
巻
い
た
の
が
有
名
な
「
小
倉
城
御
賀
千
句
独
吟
」
で
あ
る
。
こ
の
千

句
は
、
現
在
北
九
州
中
央
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
完
本
で
あ
る
が
、
享
保

八
年
（
一
七
二
二
）
の
写
本
で
自
筆
本
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
奥
書
に
は
「

享
保
八
癸
卯
中
春
十
七
日
写
士
卒
。
初
中
冬
尻
叩
」
と
あ
り
、
本
文
末
尾
に
「

一
校
正
角
」
と
朱
書
の
書
き
入
の
あ
る
通
り
、
本
文
中
に
は
九
ケ
所
、
全
じ
く

朱
書
で
校
訂
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
墨
書
の
校
異
も
多
く
、
・
か
な
り
自
筆
本
を

忠
実
に
伝
え
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
但
し
筆
者
は
不
明
。
横
1
9
伽
、
縦
1
3
伽
、

墨
付
3
3
丁
。
表
紙
は
、
茶
褐
色
で
鳥
の
子
紙
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
千
句
は
、

二
月
一
七
日
か
ら
一
＝
日
ま
で
の
五
日
間
で
巻
い
て
お
り
、
「
賦
物
」
は
「
花

之
春
」
。
巻
頭
表
八
句
を
示
す
と
次
の
通
り
。

 
 
於
豊
前
小
倉
城
御
冠
千
句
西
山
宗
匠
独
吟

 …

�
誌
¥
七
日
 
第
一

 
 
 
 
 
花
之
何
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
…

…
年
毎
の
菱
ぞ
た
め
し
千
代
の
春
 
 
費
…

 
 
子
日
の
松
を
言
の
葉
の
種
 
，
 
 
 
 
 
 
宗
因

 
 
黄
鳥
の
野
辺
の
三
つ
け
初
め
て

 
 
雪
は
散
つ
＼
霞
立
空

 
 
打
出
る
氷
の
ひ
ま
の
滝
つ
波

 
 
樟
の
音
す
る
末
の
川
舟
 
 
 
 
 
 
「
 
 
 
 
 
…

 
 
月
は
ま
だ
竹
の
し
げ
み
に
へ
だ
㌧
り
て
 
 
 
 
 
 
 
…

 
」
軒
の
雫
に
の
こ
る
夕
霧

 
こ
の
写
本
は
筆
者
も
見
収
の
で
あ
る
が
、
今
射
速
男
氏
も
指
摘
し
て
い
る
通

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ

ー
り
（
ぎ
，
お
ん
さ
ん
三
八
号
）
発
句
の
「
忠
貞
」
 
（
忠
真
自
身
の
筆
癖
）
を
消
し

 
「
宗
因
」
と
改
め
、
ま
た
「
忠
貞
」
と
書
き
直
し
て
い
る
。
写
本
の
筆
者
が
藩

主
に
敬
意
を
表
し
て
独
吟
と
知
り
な
が
ら
迷
っ
た
上
の
所
為
で
あ
ろ
う
。
 
（
こ

れ
は
後
述
「
浜
宮
千
句
」
が
宗
因
独
吟
で
自
筆
本
に
も
か
か
わ
ら
ず
発
句
は
願

主
（
永
貞
院
）
に
し
て
い
る
の
と
同
じ
）
小
倉
千
句
も
独
吟
で
あ
る
以
上
、
発

句
も
宗
因
で
あ
る
。
年
毎
の
若
菜
を
摘
ん
で
千
世
の
春
を
寿
ほ
ぐ
と
い
う
七
〇

の
賀
を
祝
う
の
に
は
最
も
ふ
さ
わ
し
い
警
句
で
あ
る
。
脇
句
は
こ
れ
を
受
け
て

子
の
日
の
松
の
め
で
た
ざ
を
言
葉
の
種
と
す
る
と
い
う
趣
向
で
、
若
菜
と
子
の

日
の
松
と
同
じ
新
春
の
季
と
し
て
発
句
を
映
発
さ
せ
て
い
る
。
 
（
二
月
で
は
あ

る
が
祝
意
を
こ
め
る
意
味
で
新
春
に
み
た
て
た
の
で
あ
ろ
う
）
第
三
句
は
、
脇

句
の
情
景
を
発
展
さ
せ
て
鶯
の
暗
く
野
辺
の
曙
の
光
景
と
し
、
た
け
高
い
。
第

晩
年
に
お
け
る
西
山
宗
因
の
連
歌
と
和
歌
 
一
小
笠
原
藩
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て
一
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四
句
は
、
こ
れ
を
受
け
て
雪
が
散
り
な
が
ら
「
著
た
つ
空
」
を
設
定
さ
せ
た
。
r

第
五
句
は
、
雪
の
縁
か
ら
氷
を
詠
み
、
滝
の
波
が
そ
の
氷
の
間
に
白
々
と
流
れ

て
ゆ
く
早
春
の
情
景
を
点
出
。
第
六
句
は
滝
の
縁
か
ら
樟
の
侍
す
る
川
舟
を
詠

み
、
雑
の
句
と
な
り
、
第
七
句
に
は
月
の
定
座
を
詠
み
秋
の
季
に
転
じ
、
第
八

句
は
秋
の
季
を
う
け
て
「
軒
の
雫
に
残
る
夕
霧
」
と
い
う
よ
う
に
、
い
か
に
も

合
百
ら
し
く
初
折
の
表
は
流
暢
に
展
開
し
、
中
世
の
連
歌
の
伝
統
を
よ
く
守
り

さ
ら
に
初
折
の
裏
「
む
ら
雨
の
過
ぎ
ゆ
く
あ
と
は
ひ
や
や
か
に
」
と
続
い
て
ゆ

く
。
こ
こ
に
は
談
林
派
総
譜
の
自
由
奔
放
さ
は
全
く
見
ら
れ
ず
、
連
歌
師
本
来

の
素
因
の
姿
に
た
ち
帰
っ
て
い
る
の
で
あ
る
、
な
お
「
小
倉
千
句
」
は
忠
真
七

〇
賀
の
寿
算
連
歌
と
い
う
祝
福
の
意
を
こ
め
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
追
加
と
し
て

「
玉
蔵
」
の
賦
物
八
尾
を
最
後
に
据
え
て
い
る
の
が
一
つ
の
特
色
で
あ
る
。
こ

れ
を
示
す
と
次
の
通
り
。

 
二
十
一
日
 
追
加
 
玉
何

松
之
共
に
齢
栄
ん
家
桜

春
め
く
門
の
袖
の
い
ろ
ノ
～

国
民
の
ゆ
た
か
に
向
ふ
年
越
て

耕
す
時
を
ま
つ
い
そ
ぐ
一

打
解
て
雪
も
氷
も
行
く
水
に

雨
降
り
は
る
㌧
四
方
の
山
々

出
る
よ
り
光
さ
や
け
き
空
の
月

つ
ら
な
り
渡
る
初
雁
の
声

宗重吉重親以玄一
因親備持之元三鴎

 
遠
て
、
発
句
作
者
に
一
鴎
と
あ
る
の
は
、
西
一
鴎
の
こ
と
で
、
西
家
は
代
々

医
家
。
一
鴎
は
加
藤
家
旧
臣
八
代
出
身
。
と
こ
ろ
で
こ
の
一
帯
を
侍
医
と
し
て

熊
本
城
主
加
藤
忠
広
は
召
し
か
か
え
て
い
る
。
そ
の
間
に
使
者
と
な
っ
た
の
が

八
代
城
主
加
藤
正
方
で
あ
っ
た
。
正
方
は
、
前
述
の
通
り
宗
因
の
主
君
で
あ
？

た
し
、
忠
言
は
や
が
て
一
鴎
の
名
声
に
接
し
小
倉
藩
に
招
袴
す
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
黒
氏
家
系
」
に
は
「
累
世
玄
周
後
一
鴎
と
云
」
と
あ

り
、
こ
れ
に
よ
る
と
脇
句
の
玄
周
も
ま
た
同
一
人
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
今
村
速
男
氏
は
く
わ
し
く
調
査
さ
れ
（
「
ぎ
お
ん
三
八
号
）

西
家
は
各
代
一
轍
、
玄
周
の
名
を
用
い
、
何
代
目
か
、
と
ら
え
に
く
い
こ
と
を

述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
た
び
の
発
句
作
者
一
説
は
時
代
的
に
み
て
七
世
説

を
た
て
ら
れ
た
。
同
じ
く
西
氏
の
家
系
に
「
七
世
清
庵
後
一
答
と
云
」
を
よ
り

ど
こ
ろ
と
し
て
こ
の
七
世
一
，
鴎
と
い
う
の
で
あ
る
。
六
代
一
鴎
の
没
年
が
万
治
．

三
年
で
時
代
の
あ
わ
な
い
こ
と
を
立
証
し
て
お
り
、
卓
見
で
あ
る
。
し
た
が
っ
・

て
こ
の
発
句
、
脇
句
と
も
同
一
人
物
で
あ
る
と
解
釈
し
て
よ
い
。
つ
．
ま
り
七
人

-
で
八
旬
を
巻
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
一
宮
千
句
」
に
し
て
も
先
に
も
述
べ
た
通

り
、
宗
因
独
吟
千
句
で
あ
り
、
作
者
名
だ
げ
は
、
発
句
を
願
主
（
永
貞
院
）
と

し
、
忠
雄
公
を
脇
句
に
、
以
下
長
高
、
惣
代
と
し
た
の
も
表
面
だ
け
の
こ
と
で

あ
る
。
 
一
門
の
場
合
は
一
人
二
役
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
宗
因
も
同
座

し
、
わ
ず
か
八
句
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
巻
い
た
背
後
に
は
三
一
の
賀
を
寿
ほ

ぐ
小
笠
原
一
門
の
関
係
者
た
ち
、
そ
れ
に
宗
因
も
加
わ
り
、
な
ご
や
か
な
早
春
．

祝
意
の
ム
漕
ド
を
漂
わ
レ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

 
さ
て
、
「
小
倉
千
句
」
を
巻
き
終
え
た
宗
因
は
、
三
月
八
日
小
倉
を
出
発
し

て
帰
阪
の
途
に
つ
く
が
、
大
阪
堀
江
に
着
い
た
の
が
一
六
日
で
あ
り
、
こ
の
九

日
間
の
瀬
戸
内
海
上
日
記
が
「
西
国
道
日
記
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
巻
子
本
で
、

現
在
小
倉
の
俳
人
横
山
臼
虹
氏
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
こ
れ
も
伯
承
と

い
う
人
の
写
本
で
あ
る
。
そ
の
奥
書
に
、
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ア

 
「
此
一
巻
宗
因
翁
正
筆
に
て
不
図
一
覧
侍
る
ま
、
不
取
日
照
写
卒
。
伯
承
」

 
と
あ
り
、
年
記
は
な
い
。
日
記
本
文
の
巻
末
に
は
、

 
「
此
日
記
は
舟
路
の
な
ぐ
さ
み
に
何
の
た
く
み
も
な
く
衝
く
泊
り
ぐ
を

 
し
る
し
て
御
目
に
か
け
奉
る
ば
か
り
也
。
外
に
書
き
も
ら
し
広
く
な
ら
ぬ
様

 
こ
そ
御
串
し
た
の
み
入
り
し
也
。
西
山
翁
書
之
」

 
と
あ
り
、
ご
く
控
え
目
に
海
上
の
心
慰
み
と
し
て
書
き
綴
っ
た
意
を
も
ら
し

帰
馬
の
後
に
藩
主
忠
夏
鳶
に
返
送
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
文
も
面
白
く
、

和
歌
三
六
首
、
蔓
生
四
句
を
含
む
い
わ
ば
瀬
戸
内
海
上
歌
日
記
と
も
い
う
べ
き

紀
行
文
で
あ
る
。
殊
に
興
味
深
い
の
は
三
六
首
の
多
数
の
歌
を
書
き
と
ど
め
、

俳
譜
の
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
少
年
の
頃
宗
因
は
郷
里
釈
将
寺
の
豪
信
僧
都
に

歌
を
学
ん
だ
こ
と
が
、
こ
う
し
だ
歌
日
記
の
形
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
真
因

の
歌
を
知
る
上
の
唯
一
の
資
料
で
あ
る
。
以
下
内
容
に
入
る
。
八
日
、
出
発
の

冒
頭
は
次
の
如
く
始
ま
る
。

 
「
豊
前
の
国
よ
り
の
ぼ
る
と
て
船
に
の
る
所
に
日
頃
か
た
ら
ひ
し
人
に
わ
か

れ
お
し
み
け
る
に
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぬ
 
ロ

○
わ
か
れ
ぢ
は
心
づ
く
し
の
旅
ぞ
と
も
知
ら
で
ぞ
人
に
い
た
く
な
れ
□
□

舟
の
遠
ざ
か
る
ま
で
互
ひ
に
か
た
ち
の
か
く
る
㌧
ま
で
見
送
ら
れ
か
へ
層
り
み
て

○
舟
路
に
は
遵
ふ
な
ら
ひ
の
追
風
も
別
れ
を
し
ば
し
心
し
て
吹
け

柳
浦
大
里
の
沖
を
す
ぐ
る
。
き
き
の
日
大
守
御
船
遊
び
に
ま
い
り
し
に
、
御
茶

屋
の
桜
こ
と
に
面
白
か
り
け
る
。
面
影
に
お
ぼ
え
て
、
・

○
わ
す
れ
め
や
御
船
に
か
け
し
花
の
波
（
大
里
の
沖
）

時
は
や
よ
ひ
の
八
日
、
日
暮
が
た
赤
間
関
に
を
し
わ
た
る
。
 
（
注
・
御
茶
屋
と

は
藩
主
な
ど
郡
を
め
ぐ
る
時
の
休
憩
所
）

九
日
、
風
あ
し
け
れ
ば
、
同
じ
所
に
あ
り
ル
日
も
な
が
く
、
つ
れ
づ
れ
な
れ
ば

阿
弥
陀
と
い
ふ
山
寺
に
寿
永
の
帝
入
水
の
玉
体
井
平
氏
の
公
卿
上
繭
女
房
の
尽

図
あ
り
と
き
＼
て
詣
で
て
お
が
む
折
し
も
花
の
ち
る
を
み
て
、

ω
 
世
に
う
み
に
沈
む
昔
の
面
影
を
花
に
残
し
て
明
く
嵐
か
な
（
阿
弥
陀
寺
に

 
て
）
〈
以
下
○
印
は
俳
階
）

 
 
○
や
れ
嵐
南
無
阿
弥
陀
寺
の
花
盛
（
同
所
・
俳
譜
即
興
）

 
 
○
花
に
一
句
か
く
こ
そ
下
の
関
手
形
（
同
所
・
譜
即
興
）

ω
 
ち
ぎ
り
を
く
船
ぢ
は
遠
ぐ
老
が
身
は
残
り
少
な
き
行
末
の
空
（
赤
間
関
）

㈲
 
船
の
う
ち
浪
の
枕
に
き
㌧
わ
び
ぬ
草
の
庵
の
雨
に
ま
さ
り
て
（
同
所
）

 
九
日
は
、
下
関
に
謎
謎
ち
の
た
め
上
陸
。
・
阿
弥
陀
寺
（
現
在
の
赤
間
宮
）
に

詣
で
安
徳
天
皇
の
入
水
の
昔
を
偲
ん
で
い
る
。
草
の
庵
の
雨
に
ま
さ
り
て
浪
の

音
を
わ
び
し
く
聞
き
、
遠
い
船
路
に
老
い
の
身
を
嘆
く
宗
因
。
阿
弥
陀
寺
に
耳

無
し
芳
一
の
琵
琶
の
音
を
悲
し
く
追
想
し
た
で
あ
ろ
う
。
俳
譜
即
興
に
は
談
林

口
調
が
う
か
が
え
る
。
下
関
は
旅
人
の
無
聯
を
い
や
す
港
で
あ
っ
た
。

ω
 
舟
人
の
は
し
る
し
る
し
は
は
や
と
も
の
上
方
ま
で
も
と
ゴ
け
追
風
（
一
〇

 
日
・
は
や
ど
も
明
神
に
て
）

㈲
 
声
々
に
こ
れ
は
わ
が
浦
田
の
浦
と
あ
ら
そ
ひ
い
つ
る
あ
ま
の
釣
舟
（
同
日

 
・
田
の
浦
に
て
）

 
 
 
 
 
 
 
む
 

㈲
 
ね
た
ヶ
ち
に
□
も
白
川
貸
舟
か
な
上
側
か
ら
下
の
関
ま
で
（
＝
日
．
上

 
関
に
て
）
、

ω
 
あ
は
れ
あ
は
れ
な
れ
し
昔
の
友
舟
の
お
も
か
げ
に
た
つ
波
の
上
か
な
（
同

 
卜
日
・
海
上
に
て
）

㈹
 
ち
の
か
む
ろ
沖
行
舟
の
人
は
し
ら
ず
こ
ち
は
い
や
い
や
西
風
ご
ざ
れ
（
同

 
日
・
ち
の
か
む
ろ
）

㈲
 
世
の
中
を
い
つ
く
も
旅
と
思
ふ
身
は
人
の
情
を
故
郷
に
し
て
（
同
日
・
同

晩
年
に
お
け
る
西
山
宗
因
の
連
歌
と
和
歌
 
ゼ
小
笠
原
藩
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て
一
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、

 
所
）

㈲
 
立
わ
か
れ
思
へ
ば
人
の
心
ざ
し
嬉
し
き
も
さ
ぞ
う
き
な
ご
り
な
れ
（
伺
日
）

αの

@
春
草
を
か
ま
か
り
山
の
下
蕨
お
り
て
を
ゆ
か
ん
と
め
よ
舟
人
（
一
二
日
・

 
か
ま
か
り
）

 
以
上
の
歌
を
み
る
と
種
々
な
内
容
と
表
現
技
法
を
有
し
て
い
る
。
ま
ず
ω
・

ω
・
㈲
・
㈲
・
⑳
・
0
9
に
は
連
歌
的
構
想
と
技
法
と
か
融
合
さ
れ
て
い
る
。
中

に
は
ω
・
㈲
・
㈹
の
如
く
俳
言
的
内
容
を
も
っ
た
歌
も
あ
る
。
㈲
・
G
り
な
ど
は

和
歌
的
情
趣
と
言
え
よ
う
。
と
く
に
ω
の
歌
の
成
立
の
背
後
に
は
次
の
よ
う
な

詞
書
の
あ
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
て
よ
い
。
 
「
昔
、
肥
後
国
に
有
し
時
、
た
び
た

び
通
ひ
た
り
し
。
は
や
三
十
年
の
あ
な
た
に
な
り
ぬ
。
そ
の
世
の
人
の
多
く
は

泉
下
に
か
へ
り
、
あ
る
は
零
落
し
て
い
っ
ち
と
も
し
ら
ず
。
白
頭
に
し
て
ひ
と

り
波
上
に
た
だ
よ
ひ
、
少
年
の
夢
遠
く
お
ど
ろ
く
。
か
な
し
び
忙
た
へ
ず
し
て

」
と
。
三
十
年
の
昔
、
渡
っ
た
こ
と
の
あ
る
こ
の
海
上
を
老
い
に
向
う
宗
門
は

久
々
船
旅
を
大
阪
に
急
い
で
い
る
。
周
防
灘
を
は
る
か
に
み
て
少
年
の
日
の
友

を
追
懐
す
る
宗
因
。
亡
き
友
、
行
方
の
知
れ
ぬ
友
の
面
影
を
偲
ん
で
た
だ
一
人

老
い
て
海
上
に
漂
う
船
旅
の
寂
蓼
。
そ
れ
は
海
上
船
旅
と
い
う
場
所
が
ら
の
回

心
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で
な
く
海
上
漂
泊
の
姿
が
そ
の
ま
ま

彼
の
人
生
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。

⑫
 
舟
ぢ
ゆ
く
遠
近
人
の
め
に
か
け
て
い
く
世
へ
ぬ
ら
む
あ
ら
磯
の
松
（
一
三

 
日
・
あ
る
島
か
げ
に
て
）

⑬
 
故
郷
と
思
ふ
か
た
に
は
行
き
や
ら
で
有
し
旅
寝
に
か
へ
る
夢
路
よ
（
同
日

 
・
い
は
き
に
て
）

○
さ
そ
は
ば
や
花
の
都
の
磯
の
松
（
同
日
・
あ
る
島
か
げ
に
珍
か
な
る
松
を
み

 
て
）

αの

@
我
が
身
は
な
に
と
み
は
ら
の
さ
び
刀
め
き
㌧
も
の
と
や
人
の
い
ふ
ら
む
（

 
一
四
日
・
備
後
三
原
に
て
）

09
@
あ
ふ
と
船
あ
ぶ
な
げ
も
な
く
を
せ
や
を
せ
観
音
力
の
あ
ら
ん
限
り
は
（
同

 
日
・
阿
ふ
と
観
音
堂
に
て
）

㈹
 
思
ひ
き
や
お
な
じ
舟
路
を
ゆ
き
帰
る
老
の
波
ま
で
た
だ
よ
は
ん
と
は
（
同

 
日
・
と
も
の
浦
に
て
）

⑳
 
さ
ら
す
と
も
心
と
ま
ら
ん
明
石
が
た
昔
の
筆
の
あ
と
そ
と
思
へ
ば
（
同
日

 
・
明
石
の
浦
に
て
）

08
@
世
々
の
黒
し
の
ば
ざ
・
ら
め
や
苔
の
下
に
埋
も
れ
ぬ
名
を
面
影
に
し
て
（
同

 
日
・
一
谷
敦
盛
旧
跡
）

圃
 
柴
と
い
ふ
も
の
の
さ
び
し
き
夕
け
む
り
有
と
ば
か
り
の
す
ま
の
浦
里
（
同

 
日
・
須
磨
の
浦
に
て
）

⑳
 
は
る
ば
る
と
思
ひ
入
江
の
な
に
は
船
あ
と
は
霞
の
八
重
の
潮
風
（
＝
ハ
日

 
・
難
波
堀
江
に
つ
く
）

⑳
 
の
ど
か
な
る
君
の
千
年
の
長
浜
に
な
が
い
す
る
と
も
思
は
ざ
り
け
り
（
同

 
日
）

 
舟
は
、
安
芸
（
白
石
）
備
前
（
下
津
井
・
大
島
）
播
州
（
室
津
・
屋
島
・
高

砂
・
明
石
）
摂
津
（
須
磨
）
と
進
む
。
（
歌
一
部
省
署
）
こ
こ
で
注
意
す
べ
き

は
、
⑰
以
下
の
歌
で
、
q
の
の
詞
書
に
は
「
明
石
の
浦
は
こ
と
に
み
ど
こ
ろ
あ

り
。
人
麿
の
社
も
み
ゆ
。
入
道
の
む
す
め
住
ま
せ
し
は
、
あ
の
見
ゆ
る
を
か
べ

に
や
と
さ
な
が
ら
か
の
物
語
み
る
心
地
す
」
と
あ
る
。
柿
本
神
社
は
明
石
市
人

丸
山
に
あ
り
、
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
に
現
地
に
移
さ
れ
て
い
る
。
 
（
宗
因

一
才
の
時
）
「
入
道
の
む
す
め
住
ま
せ
し
は
」
と
あ
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な

く
源
氏
物
語
の
明
石
入
道
と
そ
の
女
明
石
上
の
こ
と
で
、
源
氏
が
須
磨
か
ら
明
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石
に
移
っ
て
、
は
じ
め
て
こ
こ
で
知
っ
た
場
所
（
明
石
の
巻
）
を
回
想
し
て
い

る
。
㈱
の
詞
書
に
は
「
一
谷
敦
盛
の
旧
跡
を
み
る
。
一
生
は
夢
、
名
は
末
代
よ

く
そ
こ
の
渚
に
身
を
極
め
ら
れ
け
る
と
涙
を
さ
へ
手
調
て
通
る
」
と
あ
り
、
一

七
才
の
若
さ
で
一
谷
で
戦
死
し
た
敦
盛
の
最
期
を
悲
し
く
弔
っ
た
歌
で
あ
る
。

（
平
家
物
語
巻
第
九
・
源
平
盛
哀
艶
巻
三
八
・
世
阿
弥
作
謡
曲
「
敦
盛
」
な
ど

参
照
）
㈹
の
詞
書
に
は
「
須
磨
の
浦
は
、
こ
と
に
面
臼
く
あ
は
れ
深
し
。
光
源

氏
の
す
み
所
、
行
平
の
昔
も
思
ひ
や
ら
れ
て
い
と
も
あ
は
れ
な
り
。
あ
ま
の
と

ま
屋
、
う
し
ろ
の
山
か
き
、
柴
と
い
ふ
も
の
も
塩
の
煙
と
り
あ
つ
め
た
る
所
也

」
と
あ
る
。
こ
こ
の
所
は
、
例
の
光
源
氏
と
行
平
中
納
言
の
論
所
須
磨
の
浦
の

淋
し
さ
を
遠
く
思
い
出
し
て
い
る
宗
因
で
あ
る
。
「
須
磨
に
は
、
い
と
ど
心
づ

く
し
の
秋
風
に
、
海
は
す
こ
し
遠
け
れ
ど
、
行
平
の
中
納
言
の
『
関
ふ
き
越
ゆ

る
』
と
言
ひ
け
む
浦
波
、
夜
々
は
げ
に
い
う
近
う
聞
え
て
、
ま
た
な
く
あ
は
れ

な
る
も
の
は
、
か
か
る
所
の
秋
な
り
け
り
」
の
名
文
を
ふ
ま
え
た
も
の
。
「
う

 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

し
ろ
の
山
か
き
、
柴
と
い
ふ
も
の
も
…
…
」
以
下
の
文
も
「
須
磨
」
の
巻
に
「

お
は
し
ま
す
う
し
ろ
の
山
に
、
柴
と
い
ふ
物
、
ふ
す
ぶ
る
な
り
け
り
」
に
依
っ

た
も
の
で
、
同
時
に
、
先
の
引
用
「
敦
盛
」
に
も
「
須
磨
人
に
の
み
磯
馴
れ
松

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

の
立
つ
る
や
夕
煙
、
柴
と
い
ふ
も
の
折
り
敷
き
て
…
…
」
 
（
地
謡
の
文
）
と

あ
る
。
宗
因
は
源
氏
物
語
や
謡
曲
に
造
詣
の
深
い
文
人
で
も
あ
っ
た
。
つ
い
で

に
謡
曲
引
用
の
句
例
を
少
し
あ
げ
て
お
こ
う
。

○
花
む
し
ろ
一
見
せ
ば
や
と
存
じ
候
（
各
曲
ワ
キ
の
詞
）

○
ほ
と
と
ぎ
す
い
か
に
鬼
神
も
た
し
か
に
き
け
（
田
村
）

○
や
ど
れ
と
は
御
身
い
か
な
る
ひ
と
時
雨
（
江
口
）

○
雪
の
下
曽
根
も
久
し
き
名
所
哉
・
（
高
砂
）

○
鴨
の
足
は
流
れ
も
あ
え
ぬ
紅
葉
哉
（
紅
葉
狩
）

（
本
題
で
な
い
の
で
例
は
い
く
ら
も
あ
る
が
、
こ
れ
く
ら
い
で
止
め
る
。
寛
文

か
ら
延
宝
に
か
け
て
俳
壇
は
談
林
全
盛
時
代
で
あ
っ
た
。
）

⑳
の
歌
は
、
海
上
の
旅
も
平
穏
に
終
り
難
波
に
帰
り
つ
い
た
安
堵
感
と
喜
び
の

心
情
を
詠
じ
た
も
の
で
、
 
「
は
る
ば
る
と
酔
ひ
入
江
」
、
 
「
あ
と
は
霞
の
八
重

の
潮
風
」
の
表
現
に
よ
く
そ
の
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
歌
の
技
法
は
連
歌
的
手

法
と
い
え
よ
う
。
「
西
国
道
日
記
」
の
最
後
に
⑳
の
歌
を
以
て
結
ん
で
い
る
の

も
こ
の
日
記
と
し
て
は
全
く
ふ
さ
わ
し
い
据
え
方
で
あ
っ
た
。
そ
の
詞
書
に
は

「
誓
い
つ
く
し
み
に
と
ど
め
ら
れ
た
て
ま
つ
り
て
、
思
ひ
の
外
長
居
し
、
さ
る

こ
と
か
た
は
し
そ
こ
は
か
と
な
く
語
り
い
つ
る
う
ち
に
も
、
そ
な
た
に
向
い
て

心
の
う
ち
に
」
と
あ
り
、
こ
こ
に
は
忠
真
読
の
温
い
御
心
に
ほ
だ
さ
れ
て
思
わ

ず
小
倉
に
長
居
し
た
こ
と
に
対
す
る
感
謝
の
至
情
を
吐
露
々
、
「
の
ど
か
な
る

君
の
千
年
の
長
浜
に
」
と
い
う
公
に
対
す
る
長
寿
を
こ
と
ほ
ぐ
言
葉
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
0
9
・
㈲
の
歌
は
連
句
的
発
想
を
も
っ
て
い
る
。

 
 
 
㈲
 
浜
宮
千
句
 
 
 
 
 
、

 
延
宝
に
入
り
ま
た
宗
因
は
再
度
西
下
す
る
。
ω
延
宝
二
年
正
月
（
七
〇
才
）

②
全
六
年
正
月
（
七
四
才
）
豊
前
築
城
郡
椎
田
町
の
綱
敷
天
満
宮
に
参
拝
し
て

法
楽
連
歌
を
奉
納
し
た
。
 
（
紙
幅
の
関
係
で
、
こ
の
た
び
は
ω
を
省
略
）
ω
の

奉
納
主
旨
に
つ
い
て
は
先
に
の
べ
た
の
で
こ
こ
で
は
そ
の
内
容
に
つ
い
て
考
え

る
。 

こ
の
千
句
懐
紙
は
横
一
九
・
八
伽
、
縦
二
二
・
二
伽
の
黒
漆
塗
り
の
懐
紙
箱

に
収
め
ら
れ
、
そ
の
蓋
の
表
面
に
は
蔵
書
で
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
'

 
「
謹
賦
連
歌
千
句
奉
納
 
椎
田
天
満
大
自
在
天
神
霊
泣
所
祈
 
丁
亥
歳
生
男

 
及
壬
三
歳
生
男
寿
算
'
、
綿
延
與
浜
之
砂
数
無
尽
影
面
増
長
 
同
苗
之
熔
岩
昌

晩
年
に
お
け
る
西
山
宗
因
の
連
歌
と
和
歌
 
-
小
笠
原
藩
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て
一

（57）



 
者
 
時
延
宝
六
年
軸
組
正
月
吉
旦
 
那
須
氏
耳
癖
拝
」

と
い
う
千
句
奉
納
の
縁
由
を
七
行
（
一
字
空
け
て
い
る
の
は
改
行
を
示
す
）
に

分
か
ち
、
記
し
て
い
る
。
那
須
氏
紹
善
と
あ
る
の
は
初
代
藩
主
細
事
公
の
継
室

永
貞
院
の
こ
と
で
先
夫
人
円
照
院
（
本
多
美
濃
守
忠
政
の
女
）
が
寛
永
二
〇
年

卒
去
の
後
、
卦
算
公
の
室
と
な
り
忠
雄
、
長
高
の
二
児
を
生
む
。
寒
駅
院
は
那

須
十
兵
衛
の
二
女
藤
と
言
っ
た
。
永
貞
院
は
忠
真
公
明
石
に
在
職
の
時
か
ら
仕

え
た
方
で
忠
雄
公
を
生
ん
で
以
来
は
こ
と
に
上
下
の
崇
敬
を
一
身
に
集
め
、
小

笠
原
家
隆
盛
の
基
礎
を
固
め
た
令
名
高
き
賢
夫
人
で
あ
っ
た
。
才
色
兼
備
の
温

厚
な
方
で
神
仏
の
帰
依
も
深
く
、
蓮
の
糸
で
織
っ
た
仏
画
曼
陀
羅
は
現
在
も
広
・

寿
山
に
そ
の
遺
物
と
し
て
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
寺
宝
で
あ
る
。
、
吊
革
と
共

に
、
こ
と
の
ほ
か
浜
宮
を
尊
信
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
懐
紙
箱
の
銀
書
で
も
知
ら

れ
る
。
「
丁
亥
歳
生
男
」
・
と
あ
る
の
は
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
誕
生
の
忠
雄

公
。
「
選
考
生
男
」
と
あ
る
の
は
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）
誕
生
の
長
高
の
こ

と
。
こ
の
二
人
の
男
子
は
い
ず
れ
も
小
倉
城
内
に
去
て
出
生
し
、
生
母
永
貞
院

ば
罫
書
の
将
来
繁
栄
を
こ
の
指
宿
の
ま
さ
ご
の
尽
き
る
こ
と
の
な
い
も
の
と
し

て
祈
願
し
、
み
ず
か
ら
願
主
と
な
り
悪
因
に
連
歌
千
句
の
奉
納
を
依
頼
し
た
の

で
あ
る
。
宗
因
は
永
貞
院
の
深
い
祈
念
に
答
え
て
延
宝
六
年
正
月
一
＝
日
か
ら

二
五
日
の
五
日
間
に
小
笠
原
門
葉
の
発
展
を
祈
り
、
老
い
の
情
熱
を
傾
け
て
こ

の
法
楽
連
歌
千
句
を
巻
き
終
え
て
奉
納
し
た
の
で
あ
る
。
彰
彰
は
こ
の
千
句
に

自
序
を
書
巷
そ
の
心
境
を
語
っ
て
い
る
。
序
の
全
文
は
次
の
通
り
。

 
「
抑
豊
前
個
築
城
郡
椎
田
村
浜
宮
綱
敷
天
神
と
申
奉
る
は
、
そ
の
か
み
大
宰

 
帥
に
う
つ
さ
せ
給
し
時
、
此
渚
に
御
船
つ
か
せ
給
ひ
し
に
旅
の
お
ま
し
所
な

 
ど
し
つ
ら
ひ
ま
う
け
奉
る
ほ
ど
、
舟
の
綱
の
上
に
し
ば
ら
く
た
た
せ
給
し
を

 
世
に
晒
し
き
の
御
影
と
号
し
奉
る
。
か
か
る
旧
跡
な
る
が
故
に
御
社
を
い
は

ひ
あ
が
め
て
国
人
歩
を
は
こ
び
、
お
り
お
り
の
御
神
事
を
こ
た
る
事
な
し
。

其
し
る
し
新
に
ま
し
ま
す
霊
事
事
。
愛
に
此
国
所
を
し
る
よ
し
し
給
小
倉
の

御
城
主
御
母
永
貞
院
禅
尼
公
あ
ま
ね
く
仏
神
に
帰
依
し
給
御
心
に
て
、
こ
と

 
さ
ら
此
御
神
を
た
う
と
み
給
ふ
事
平
年
久
し
。
よ
っ
て
法
楽
の
連
句
千
句
奉

納
あ
る
べ
き
よ
し
愚
老
に
お
ほ
せ
ら
る
。
齢
七
十
有
余
に
し
て
思
案
不
」
 
（

 
一
枚
目
の
表
）
堪
な
が
ら
年
比
の
御
心
ざ
し
い
な
び
が
た
く
て
や
う
や
う
に

 
つ
づ
り
と
と
の
へ
て
た
て
ま
つ
る
。
老
の
く
ぢ
葉
の
色
な
く
侍
れ
ど
も
、
御

信
心
ま
こ
と
あ
る
に
ひ
か
れ
て
御
納
受
う
た
が
ひ
有
べ
か
ら
ず
。
御
祈
念
の

 
お
も
む
き
小
笠
原
氏
長
者
門
葉
い
よ
い
よ
た
か
く
盛
に
し
て
、
武
運
長
久
国

家
安
全
の
所
ひ
と
へ
に
神
慮
御
照
覧
に
ま
か
せ
奉
る
も
の
な
ら
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
西
山
怪
異
因
真
書
」
 
（
一
枚
目
の
裏
）

 
齢
七
四
才
の
老
い
の
思
案
不
堪
と
言
い
な
が
ら
も
日
頃
御
恩
あ
る
永
貞
院
の

た
め
に
漸
く
こ
の
千
句
を
奉
っ
た
宗
因
で
あ
っ
た
。
 
「
老
の
く
ち
葉
の
色
な
く

侍
れ
ど
、
御
信
心
ま
こ
と
あ
る
に
ひ
が
れ
て
御
納
受
疑
ひ
賜
べ
か
ら
ず
」
と
誌

し
た
心
境
は
、
永
貞
院
の
当
国
宮
へ
の
信
心
に
心
引
か
れ
、
か
つ
は
多
年
御
恩

あ
る
小
笠
原
氏
の
長
門
流
に
対
す
る
宗
因
み
ず
か
ら
の
謝
恩
と
祈
願
と
を
心
に

こ
め
た
老
の
風
懐
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
懐
紙
初
折
表
八
事
を
示
す
と
次

の
通
り
。

 
延
宝
六
年
正
月
廿
一
日

… 

謌
?
賦
何
船
連
歌

 
東
風
吹
か
ば
幾
千
世
め
で
ん
庭
の
梅

 
里
な
れ
そ
む
る
鶯
の
声

 
朝
な
朝
な
ま
が
き
の
山
の
雪
と
け
て

長忠願
高雄主

（58）

、



小
田
す
き
か
へ
す
比
は
来
に
け
り

引
く
引
く
に
流
れ
音
そ
ふ
春
の
水

さ
ざ
れ
石
ま
の
川
つ
ら
の
道
．

行
々
も
涼
し
き
月
の
出
る
夜
に

宿
り
し
ば
し
の
雨
晴
る
る
空

馬同同宗惣
 一 因代

 
こ
の
発
句
は
、
延
喜
元
年
菅
公
が
大
宰
権
帥
に
左
遷
の
み
ぎ
り
二
月
一
日
京

を
発
つ
時
自
邸
紅
梅
殿
に
お
い
て
詠
ん
だ
「
東
風
吹
か
ば
匂
ひ
お
こ
せ
よ
梅
の

花
…
…
」
の
歌
を
本
歌
と
し
た
も
の
で
、
賦
物
は
「
東
風
船
」
。
同
じ
天
満
宮

の
当
社
に
は
全
く
ふ
さ
わ
し
い
発
句
で
あ
る
。
脇
は
こ
れ
を
受
け
て
「
鶯
の
声

」
を
配
し
「
第
三
句
は
、
「
ま
が
き
の
山
の
雪
」
の
と
け
そ
め
た
早
春
の
景
を

点
出
。
春
の
句
を
五
句
続
か
せ
、
第
六
句
目
は
「
水
」
の
縁
か
ら
「
川
つ
ら
の

道
」
の
選
句
と
な
り
、
第
七
句
に
定
座
の
「
月
」
の
句
を
詠
み
秋
の
季
に
移
，
・

る
。
第
八
句
は
雑
句
と
し
て
明
る
い
雨
上
り
の
空
を
詠
み
こ
み
、
以
下
初
折
裏

の
句
「
広
き
野
に
松
ひ
と
む
ら
の
か
げ
深
み
」
に
続
き
展
開
す
る
。
先
述
の
通

り
、
表
面
上
、
発
句
の
作
者
を
永
貞
院
、
脇
の
付
句
忠
雄
、
三
句
目
長
高
、
四

句
目
を
惣
代
と
し
て
い
る
が
、
独
吟
千
句
の
性
格
と
し
て
す
べ
て
宗
因
の
代
作

と
み
て
よ
い
。

 
次
に
、
今
ひ
と
つ
「
差
込
千
句
」
の
最
尾
第
十
巻
初
折
の
表
八
句
を
み
る
と

左
の
通
り
。

…
延
宝
六
年
正
月
廿
吾

… 

謠
¥
 
仁
山
何
連
歌

…
ま
も
れ
猶
つ
き
弔
う
た
う
家
の
風

 
 
さ
か
へ
ひ
さ
し
き
霜
の
真
榊

、

 
 
ゆ
ふ
か
く
る
松
は
木
だ
か
き
陰
そ
ひ
て

 
 
い
さ
ご
ふ
み
ゆ
く
道
は
す
ず
し
も
 
 
 
 
 
 
 
 
 
…

 
三
つ
た
ひ
み
る
み
る
泓
の
遠
ひ
か
た
 
 
 
…

 
秋
の
千
鳥
の
立
居
な
く
声
 
 
 
 
，
」
…

 
初
雁
も
わ
た
ら
む
空
の
月
ふ
け
て

 
 
田
面
か
つ
が
つ
を
け
る
し
ら
露
・

 
こ
の
発
句
の
賦
物
は
「
山
風
」
と
な
る
。
専
守
句
に
は
小
笠
原
藩
と
浜
宮
と

を
結
び
つ
け
た
宗
因
の
風
懐
が
よ
く
詠
み
つ
が
れ
て
い
る
。
由
来
小
笠
原
家
は

弓
馬
、
礼
法
の
三
法
を
以
て
そ
の
家
伝
と
し
、
写
真
が
信
州
よ
り
播
州
に
移
封

し
た
際
に
も
ま
ず
こ
の
三
法
講
習
の
場
を
設
置
し
て
こ
れ
を
奨
励
し
た
と
い
わ

れ
、
特
に
故
実
に
熟
達
し
て
い
た
小
笠
原
以
鉄
斎
を
旧
封
信
州
よ
り
招
致
し
て

顧
問
と
し
、
毎
年
正
月
に
は
必
ず
こ
の
演
技
の
式
を
挙
げ
、
永
く
小
笠
原
家
の

家
風
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
撹
乱
自
身
も
ま
た
剣
槍
の
術
に

心
を
用
い
、
明
石
在
城
当
時
か
ら
す
で
に
剣
客
宮
本
武
蔵
を
招
き
そ
の
子
伊
織

ま
だ
重
く
用
い
ら
れ
、
剣
法
の
教
習
に
従
わ
せ
た
。
槍
術
、
馬
術
の
妙
技
を
極

め
た
高
田
宗
伯
に
も
禄
を
厚
く
処
遇
し
て
い
る
な
ど
小
倉
藩
に
於
け
る
文
武
礼

法
は
忠
真
の
治
世
方
策
で
あ
っ
だ
。
こ
の
発
句
は
以
上
の
こ
と
か
ら
も
小
笠
原

家
の
三
法
伝
流
を
詠
み
こ
ん
だ
句
と
し
て
ま
こ
と
に
ふ
さ
わ
し
い
。
脇
句
の
「

さ
か
へ
久
し
き
霜
の
真
榊
」
に
は
小
笠
原
藩
と
浜
宮
と
の
ゆ
か
り
を
象
徴
さ
せ

三
句
以
下
は
寸
寸
の
景
勝
を
展
開
さ
せ
つ
つ
句
境
は
進
む
。
そ
し
て
名
残
千
句

ぽ
次
の
よ
う
に
完
結
す
る
。

…
な
れ
な
れ
し
ふ
り
分
が
み
の
か
た
ら
ひ
に
 
 
・
 
．
 
 
 
…

 …

ｷ
ゑ
た
の
も
し
き
え
に
し
こ
そ
あ
れ
 
 
 
 
 
 
 
 
一

晩
年
に
お
け
る
西
山
宗
因
の
連
歌
と
和
歌
 
1
小
笠
原
藩
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て
一

（59）



 
た
だ
な
ら
ぬ
夢
の
あ
ふ
せ
を
言
々
て

 
う
や
ま
ふ
こ
こ
ろ
神
ぞ
し
る
ら
ん

 
 
八
重
雲
を
は
ら
ふ
御
稜
の
河
原
風
 
 
 
 
 
 
 
 
 
…

 
 
み
な
も
と
と
を
き
水
の
ゆ
く
方

 
も
ろ
人
の
花
も
て
あ
そ
ぶ
遠
か
づ
き
に
 
 
 
 
 
 
 
…

 
松
と
梅
と
の
十
が
え
り
の
春

 
こ
の
名
残
八
句
は
、
す
で
に
亡
き
忠
真
の
あ
と
、
小
笠
原
門
葉
の
繁
栄
を
見

守
ろ
ケ
と
す
る
永
貞
院
の
心
を
体
し
、
春
秋
に
富
む
三
二
才
の
若
い
忠
雄
公
に

輝
か
し
い
将
来
を
嘱
望
す
る
老
い
の
宗
因
と
の
浅
か
ら
ざ
る
縁
を
見
る
思
い
が

す
る
。
挙
句
外
松
と
海
と
の
十
が
へ
り
の
春
」
は
、
寛
文
九
年
置
因
が
忠
雄
公

家
督
相
続
の
祝
儀
に
西
下
し
て
よ
り
十
年
に
当
た
る
こ
と
を
ふ
ま
え
て
お
り
、

「
浜
宮
千
句
」
が
こ
の
挙
句
を
以
て
終
結
し
た
意
味
は
極
め
て
深
く
、
白
砂
青

松
の
地
に
天
神
の
梅
を
配
し
春
を
寿
ぐ
祝
意
と
そ
の
表
現
技
法
も
至
妙
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。
寛
文
か
ら
延
宝
に
か
け
て
貞
門
・
談
林
の
間
に
は
激
し
い
論
争

 
 
 
 
 
し
ま
う
ち
わ
 
 
 
 
．
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
ね
の
す
が
た
・

が
お
こ
り
、
「
渋
団
」
 
（
延
宝
二
年
・
去
法
師
著
）
「
中
庸
姿
」
 
（
延
宝

七
年
・
菅
野
谷
高
政
著
）
「
破
邪
顕
正
」
 
（
延
宝
七
年
・
雪
意
随
流
著
）
な
ど

の
諸
書
が
刊
行
さ
れ
た
。
談
林
俳
譜
の
新
風
は
や
が
て
宗
因
の
志
と
は
別
な
放

縦
乱
脈
に
走
る
向
き
も
生
じ
、
延
宝
九
年
正
月
一
〇
日
に
は
「
俳
譜
旦
は
不
仕

候
。
当
風
あ
わ
ぬ
事
、
無
用
に
存
じ
候
」
と
藤
波
修
理
宛
に
書
状
を
送
っ
て
い

る
。
保
守
、
革
新
は
文
学
に
於
て
は
常
に
対
立
す
る
運
命
を
も
つ
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
彼
は
負
け
て
は
い
な
か
っ
た
。
「
宗
因
五
百
句
」
 
（
延
宝
四
年
）

「
宗
因
七
百
韻
」
 
（
同
五
年
）
な
ど
秀
れ
た
俳
階
撰
集
を
刊
行
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
一
方
こ
の
間
に
も
彼
は
三
宮
奉
納
「
百
韻
連
歌
」
 
（
延
宝
二
年
）
を
小

笠
原
関
係
の
人
た
ち
と
も
巻
い
て
い
る
し
、
「
浜
宮
千
句
」
も
ま
た
然
り
。
「

連
歌
面
白
く
成
申
候
。
俳
は
当
風
成
ま
じ
く
覚
え
候
」
と
も
い
っ
て
い
る
。
結

局
宗
因
の
ゆ
き
つ
い
た
果
て
は
連
歌
の
世
界
で
あ
っ
た
。
起
因
が
忠
真
旦
の
知

遇
を
得
て
永
貞
院
、
忠
雄
公
に
も
御
恩
を
被
り
、
事
あ
る
ご
と
に
小
倉
に
西
下

し
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、
文
教
政
策
に
力
を
入
れ
た
青
茶
公
を
一
つ
の
柱
と

し
て
小
笠
原
藩
の
文
化
圏
は
宗
因
を
中
心
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の

た
び
は
同
じ
浜
宮
に
奉
納
さ
れ
た
「
百
韻
連
歌
」
や
、
丁
丁
の
九
州
関
係
の
発

句
「
三
押
蓋
」
に
つ
い
て
も
ふ
れ
得
な
か
っ
た
。
他
日
を
期
し
た
い
。
明
暦
二

年
九
月
、
大
阪
天
満
宮
に
向
栄
庵
を
結
び
、
「
告
天
満
宮
文
」
を
草
し
て
神
に

文
運
の
隆
昌
を
祈
っ
た
五
二
才
の
宗
因
の
文
学
的
出
発
は
、
こ
の
「
浜
島
千
句

」
を
奉
納
し
終
え
た
彼
に
は
ま
さ
し
く
み
ず
か
ら
の
文
運
の
結
実
を
同
じ
天
満

宮
の
浜
宮
に
お
い
て
見
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
長
い
間
恩
顧
を
被
っ
た
小
笠

原
藩
に
対
す
る
最
後
の
報
恩
が
豊
前
国
学
宮
に
お
い
て
千
句
を
完
成
し
た
こ
と

は
彼
み
ず
か
ら
も
忘
れ
得
な
い
感
激
に
ひ
た
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
「
浜
宮
千

句
」
の
一
字
一
句
に
注
が
れ
る
老
い
の
情
熱
は
激
し
く
は
な
い
が
、
閑
か
に
そ

の
流
麗
な
自
筆
の
中
に
香
り
高
い
風
韻
を
伝
え
て
い
る
。
以
上
、
こ
の
．
た
び
は

晩
年
に
お
け
る
宗
室
の
連
歌
と
数
少
な
い
和
歌
に
つ
い
て
小
笠
原
藩
を
中
心
に

し
ぼ
っ
て
述
べ
て
き
た
。
な
お
も
っ
と
広
く
宗
因
と
九
州
と
の
関
係
に
つ
い
て

は
今
後
の
調
査
を
期
し
た
い
。

、

（60）


